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市長市長 
コラム③コラム③ 
市長 
コラム③ ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
、

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た

今
夏
は
大
変
な
「
酷
暑
」
で
し
た
。

あ
ち
こ
ち
で
夏
の
祭
り
が
開
か
れ
る

中
、
新
市
誕
生
記
念
の
長
浜
・
北
び

わ
湖
大
花
火
大
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
長
浜
の
花
火
大
会
は
雑
誌
の

「
全
国
見
て
お
き
た
い
花
火
ベ
ス
ト

20
」
に
選
ば
れ
、
夜
空
に
広
が
る
鮮

や
か
な
一
万
発
の
花
火
は
素
晴
ら
し

い
光
の
舞
の
芸
術
で
す
。
さ
ら
に
新

長
浜
市
に
元
気
を
も
た
ら
す
起
爆
剤

と
な
り
、
大
勢
の
市
民
の
皆
さ
ん
が

夏
の
祭
典
を
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
も
、
厳
し
い
経
済
状
況
の
中
、
長

浜
花
火
協
賛
会
、
企
業
・
団
体
の
皆

さ
ん
か
ら
の
ご
支
援
や
、
地
元
自
治

会
や
警
察
、
消
防
署
な
ど
の
関
係
機

関
の
ご
協
力
の
賜
物
で
す
。
そ
し
て

何
の
事
故
も
な
く
無
事
に
終
了
し
感

謝
で
一
杯
で
す
。
さ
ら
に
嬉
し
い
出

来
事
は
翌
朝
の
清
掃
作
業
で
す
。
花

火
会
場
と
な
っ
た
長
浜
港
周
辺
を
、

市
立
西
中
学
校
生
徒
会
主
催
の
清
掃

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
行
わ
れ
、
生

徒
４
０
０
人
あ
ま
り
と
卒
業
生
や
保

護
者
、
地
域
の
住
民
の
皆
さ
ん
が
参

加
し
汗
を
流
し
て
頂
き
ま
し
た
。
空

き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
飲
食
物
の

容
器
な
ど
分
別
し
な
が
ら
拾
い
集

め
、
花
火
大
会
の
に
ぎ
わ
い
の
後
始

末
も
立
派
に
成
し
遂
げ
て
、
清
潔
な

豊
公
園
や
長
浜
港
、
道
路
が
蘇
り
ま

し
た
。
私
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動

に
清
々
し
い
思
い
と
誇
り
を
持
た
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
の

「
良
識
」
は
長
浜
市
の
「
底
力
」
で

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

さ
て
、
市
長
と
市
民
の
皆
さ
ん
が

ひ
ざ
を
交
え
て
話
し
合
う
「
座
ぶ
と

ん
会
議
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

市
民
目
線
に
立
ち
、
風
通
し
の
良
い

開
か
れ
た
市
政
を
実
現
す
る
為
に
精

力
的
に
開
催
し
て
参
り
ま
す
。
初
回

は
、
公
民
館
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ

く
り
や
人
づ
く
り
の
教
育
、
ゴ
ミ
・

防
犯
問
題
な
ど
幅
広
く
熱
心
な
フ
リ

ー
ト
ー
キ
ン
グ
が
続
き
ま
し
た
。
市

政
に
し
っ
か
り
反
映
し
て
参
り
ま
す
。

※至誠通天
誠を尽くせば天が
味方してくれること

家
族
や
介
護
者
か
ら
暴
力
を
受
け
た

り
、
勝
手
に
年
金
や
預
金
を
使
わ
れ
た

り
…
人
権
を
侵
害
さ
れ
た
と
感
じ
る
こ

と
や
、
人
権
に
関
す
る
困
り
ご
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？

大
津
地
方
法
務
局
で
は
、
虐
待
な
ど
、

高
齢
者
や
し
ょ
う
が
い
者
を
め
ぐ
る
さ

ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
の
解
決
を
図
る
た

め
、「
高
齢
者
・
し
ょ
う
が
い
者
の
人
権

あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
週
間
を
実
施
さ

れ
ま
す
。

大
切
な
あ
な
た
の
人
権
を
守
る
た
め
、

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

地
域
で
取
り
組
ま
れ
る
人
権
学
習
に

は
、
学
習
の
テ
ー
マ
や
方
法
・
対
象
に

合
わ
せ
て
、「
人
権
学
習
講
師
」
を
派
遣

し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、『
同
和
問
題
』
を
テ
ー
マ
に

お
話
さ
れ
る
講
師
の
お
一
人
に
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
な
た

の
地
域
で
も
、
人
権
に
つ
い
て
一
緒
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

高
齢
者
・
し
ょ
う
が
い
者
の
皆
さ
ん
へ

■問
人
権
施
策
推
進
課
人
権
啓
発
グ
ル

ー
プ
（
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人
権
あ
ん
し
ん
相
談
の
お
知
ら
せ

大
切
な
こ
と
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

身
近
な
話
題
で
人
権
学
習

★私が日ごろ大切にしていること
今、世界に広がっている「おもてなし」という日本の文化。その奥には、
人のつながりとして永年育まれてきた『合理性』が潜んでいます。また、
世界初と称賛される７年間60億キロの旅から帰還した「はやぶさ」の技
術の数々。その奥にも科学的に積み上げられた『合理性』が流れています。
私にとって『合理性』とは、“普遍的にみて理にかなったもの・みんな

が心から納得できるもの”として、あらゆる事柄について判断基準の一つ
にしている重要なことばです。

★ 「人権学習」で伝えたいこと
「自分で終わりにすること・自分が続けること」
人は時として、人の困ることに関心を持ったり、人の失敗を喜んだりすることがあ

るものです。また悲しいことに、人権を侵害していると気づかないで、他へ伝えてい
ることもあるものです。
“正しくない情報が自分の耳に入ってきたら、その情報は自分で終わりにしたい。”

また、“自分の弱さや最新の人権レベルを学ぶために、あらゆる学習機会に参加したい。”
みなさんも学び続けて欲しいと思います。

元小学校長
八木 善勇さん

▲長浜港周辺を清掃する西中学校の皆さん

～人権学習講師からのメッセージ～

同和問題は、生まれたところや住
んでいるところによって、さまざま
な差別を受けるという日本固有の人
権問題です。
これまでの多くの人々の努力によ

り、同和問題は解決の方向にあるも
のの、結婚や就労の問題を中心とし
て、今なお差別意識が残っているの
が現状です。
この問題を一日も早く解決するた

めには、世間体や偏見に
とらわれず、私たち一人
ひとりが正しく理解し行
動することが大切です。

人権あんしん相談

【実施期間】
９月６日（月）～12日（日）

【受付時間】
平　日： ８時30分～19時
土・日：10時～17時

【相談員】
人権擁護委員等
電話
０７７－５２２－４６７３
FAX
０７７－５２２－５３１７

医療

高度化、専門化がすすむ医療現場の中で、看護師
の知識や技術もより高度なものが求められています。
このコーナーでは、市立長浜病院の認定看護師につ
いて紹介します。

～質の高い看護を～
―認定看護師⑤―

がん化学療法とは、抗がん剤による治療のことで、
手術や放射線治療と並び、がん三大治療法の一つとな
っています。
がん化学療法看護認定看護師は、抗がん剤治療をう

けられる患者さん、ご家族への看護を専門に行います。

皆さんは、「抗がん剤」ときいて、どのようなイメ
ージをお持ちでしょうか？
吐き気やだるさ、髪が抜けるなど・・つらい副作用

をイメージされ、怖い治療と思われた人がおられませ
んか？
抗がん剤による副作用の現れ方は、一人ひとり違い

ます。しかし、抗がん剤を確実に投与し、副作用を予
防し、早めに対応することで、副作用を少なくし、安
心して治療をうけることができます。
私は、がん化学療法をうけられる患者さんとご家族

が、安全に治療をうけられるための環境作りを目指し
ています。また、治療にともなう「つらさ」を少しで

も解決できるよう
な方法を一緒に考
えさせていただきたいと思っています。

当院では、治療前・治療中・治療後における様々な
つらさにお応えできるよう、さらに患者さんが主体と
なり治療に取り組んでいただけるように医師や薬剤
師、看護師、栄養士などと連携を図っています。

治療に関するご質問やお悩みは、まずは声を聞かせ
ていただくことから始まります。
治療を受けようか迷っておられる人、治療をやめた

いと悩んでおられる人、治療に伴
う副作用にお悩みの人がおられま
したら、まずは、担当医師やお近
くの看護師に是非お話ください。
私も一緒に考えていきたいと思っ
ています。

※認定看護師とは、特定の分野で、熟練した技術と知識を用いて水準の高い看護を「実践」し、「指導」「相談」ができる看護
師のことをいいます。

今回は平成22年7月に「がん化学療法看護」分野で認定を受けた
佐藤真弓さんを紹介します。全国では627人が認定されています。
県内では7人です。（2010年8月1日付け登録者数）

がん化学療法看護認定看護師
佐藤　真弓(さとう まゆみ)

患
者
さ
ん
に
副
作
用
の
説
明
を
す
る

佐
藤
看
護
師(

左)

ひきこもり家族交流会
身内にひきこもりの人をかかえて悩んでお

られる人の交流会を開催します。普段悩んで
いることや体験談などを出し合い、話し合い
ましょう。

【と　き】10月5日(火)、12月20日(月)、
平成23年2月17日(木)
※いずれも13時30分～15時30分

【ところ】長浜保健所 ２階 会議室(平方町)
【申込方法】参加希望者は２週間前までに下記へ

電話で申込みください。
■申長浜保健所 担当：村井(7６５－６６６２）

地域医療を考えるフォーラム
～みんなで考えよう、これからの救急医療～

【と　き】９月11日(土)13時30分～16時
【ところ】滋賀県立文化産業交流会館(米原市)
【内　容】◎講演「子どもの病気を知って、不安を減らそう」

～こんな症状なら待てるかも？～
講師：成宮正朗氏(長浜赤十字病院第一小児科部長)
◎パネルディスカッション
「安心した救急医療を受けるために」
～いざという時に役立つお医者さんのかかり方～

【申込方法】Eメール、ＦＡＸまたは電話で下記まで。
■申滋賀県健康福祉部医務薬務課(7０７７－５２８－３６３２、
FAX０７７－５２８－４８５９、Ｅメールeh00@shiga.lg.jp）

人権、市長コラム


